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研究成果の概要（和文）：本研究課題ではコーパス検索システム「中納言」上のコーパスに対する汎用のアノテ
ーションの共有環境を構築した。この共有環境の適用例として『日本語歴史コーパス』の形態論情報の誤り修正
報告機能を実装した。機能の愛称を「みんなごん」とし、2022年度より修正報告アノテーションの収集の運用を
開始し、クラウドソースによるコーパス修正環境の準備を整えた。その後、2023年2月までに集まった形態論情
報誤り修正報告をデータに反映させて『日本語歴史コーパス』の更新を行った。このシステムの運用については
国立国語研究所の共同研究プロジェクトに引きつぎ、今後もコーパスの修正を定期的に実施することとした。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we have developed a general-purpose annotation 
sharing environment for corpora. As an example of application of this shared environment, we 
implemented an error correction reporting function for the morphological information of the "Corpus 
of Historical Japanese" in the public corpus search system "Chunagon". We nicknamed this reporting 
function "Minnagon" and began operating the collection of correction report by corpus users in 
FY2022. With this, the crowdsourced corpus correction environment is now ready, and the "Corpus of 
Historical Japanese" was updated by reflecting the morphological information correction reports 
collected by February 2023. We have decided to continue to operate the corpus under a joint research
 project of the National Institute for Japanese Language and Linguistics (NINJAL), and to 
periodically revise the corpus.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語研究の分野では研究に欠くことのできないインフラとして機能しつつあるコーパス検索アプリケーション
「中納言」に、ユーザーが新たな情報を任意の場所に付加するアノテーション機能を追加し、情報を他のユーザ
ーと共有して活用することができるシステムを構築した。その応用例として形態論情報の誤り修正報告機能（愛
称「みんなごん」）を実装し、実際にこれを運用してクラウドソースによる『日本語歴史コーパス』の修正・更
新を実現した。構築された共同研究環境は、テキストを中心とするオープンサイエンスを実現する基盤であり、
ユーザーによるコーパス修正は今後の学術の方向性を示す先進的な事例として価値を持つものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
国立国語研究所が公開してきた『日本語歴史コーパス』は上代の「万葉集」から近世・近代の
文学作品や雑誌まで、2 千万語以上の歴史的資料を収録した通時コーパスである。また、『現代
日本語書き言葉均衡コーパス』は 1 億語を超えるバランスのとれた現代日本語の大規模コーパ
スである。これらのコーパスを利用するWeb上の検索アプリケーション「中納言」の登録ユー
ザーは研究開始時に 15,000人を超えており、特に日本語研究の分野では研究に欠くことのでき
ないインフラとして機能している。この「中納言」の機能を拡張して、利用者が新たな情報を任
意の場所に付加するアノテーション機能を追加し、その情報を他のユーザーと共有・活用するこ
とができるシステムを構築することができれば、さまざまな応用が考えられる。従来、コーパス
の用例を分類したデータなどの研究データは再利用されることなく消えていく状態にあったが、
本研究課題によるシステムを用いることで、「中納言」ユーザーが、コーパスへのアノテーショ
ンという形でこうしたデータを共有・公開し、再利用できる環境を作ることができる。本研究課
題では、こうした環境の構築とアノテーションの実践をおこなうことで、コーパスにもとづく研
究データの公開とコーパス利用者間での共有を促し、将来的に書き言葉テキストを中心とした
研究のプラットフォームとすることを目指すこととした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、上述のとおり、「中納言」の機能を拡張して、利用者が新たな情報を任意の
場所に付加するアノテーション機能を追加し、その情報を他のユーザーと共有・活用できるシス
テムを構築することである。この環境の上で、コーパスにもとづく研究データの公開とコーパス
利用者間での共有を促し、書き言葉テキストを中心とした研究のプラットフォームとする。構築
される共同研究環境は、テキストを中心とするオープンサイエンスとしての人文学研究の基盤
の構築につながるものである。 
このコーパスへのアノテーションは汎用的に利用できるものとして設計する。これにより、た
とえば、助詞・助動詞の用法分類、係り結び、副詞と述語の呼応、格関係、代名詞や人物呼称の
指示対象、話者と聞き手の情報、談話機能、枕詞・序詞などの修辞、異本注記、異なる解釈の注
記、読解問題の作成などさまざまなレベルへの応用が考えられる。本研究課題は書き言葉コーパ
スを主たる対象とするが、このシステムは将来的に日常会話、方言、日本語教育などさまざまな
コーパスに活用することも可能である。本システムが提供する研究環境は、言語研究・文学研究
における新たな研究のあり方を提案するものである。 
 
３．研究の方法 
（1）アノテーション用のシステムの設計 
国立国語研究所の書き言葉コーパスは、作品と章段等を示すサンプル IDと開始位置の情報に
よって、個別の文字や語を参照することが可能になっている。この情報を用いて、利用者がコー
パス中のテキストの任意の単位（字、語、文、発話、指定した範囲等）に、ラベルと任意のコメ
ントを付与できるようにすることとして、汎用のアノテーションを実現するためのシステムを
設計した。 

図 1 アノテーションシステムの構成 

 

コーパス検索アプリ「中納言」データベース 

（https://chunagon.ninjal.ac.jp/chj） 

  

 

 
 

コーパスアノテーション環境「外記」 

（https://chunagon.ninjal.ac.jp/osr/def/1/annotation）



単純なアノテーションとしては、利用者がメモを付箋のように記入できるようにすることが
考えられるが、これ以外に、たとえば次のような情報のアノテーションが考えられる。 
・ 文字単位でのアノテーション例：誤字、異体字、異本注記など 
・ 単語単位でのアノテーション例：語の用法種別、副詞と述語との呼応、代名詞・人物呼称
の指示対象、枕詞・掛詞、語釈など 

・ 発話単位でのアノテーション例：話者・聞き手、表現意図、談話的機能、読解問題など 
・ 指定した範囲へのアノテーション例：序詞、別解、場面注記、異本注記、読解問題など 
また、国立国語研究所の書き言葉コーパスは、原則として単語情報（形態論情報）のみが付与さ
れていて、上記のような情報は付与されていないが、単語情報とアノテーション情報を組み合わ
せることで、利用者の研究目的に即した高度な利用が可能になる。 

 
（2）「形態論情報の誤り修正報告機能」への応用 
アノテーションのデータベース・システムとしては上述のような汎用性を考慮したものとし
て設計・実装を行ったが、実際に応用するためのユーザーインターフェイスの実装については、
より限定的で実用性の高い機能に限定して実装を行った。コロナ禍下で共同研究員との情報交
換に限界があり、他の分野での応用可能性について幅広く情報を集めることが困難であったこ
とから、コーパスの利用がもっとも進んでいる日本語学分野に範囲を絞り、中でももっとも要望
の強かったコーパスの形態論情報の誤りを修正する（誤り部分の修正情報を報告する）機能を実
装して運用することとした。 
この「形態論情報の誤り修正報告機能」を実現するために、コーパスが依拠する形態素解析用
の辞書「UniDic」の見出し語データベースを参照可能にし、コーパス中の任意の語について、表
層形の辞書引きを行って正しい情報を付け直す機能を実装した（図 2）。 

 
 
図 2 形態論情報の誤り修正報告（みんなごん）アノテーション画面 
 
 
４．研究成果 
主要な研究成果として、上述のアノテーションシステムと形態論情報の誤り修正報告につい
て情報処理学会・人文科学とコンピュータシンポジウム「じんもんこん 2021」で発表した下記
の発表・論文が挙げられる。本研究は、じんもんこん 2021 ベストポスター賞を受賞した。 
小木曽智信・八木豊（2021）「『日本語歴史コーパス』の誤り修正プラットフォームの開発」
『じんもんこん 2021論文集』pp.206-211 

実装した形態論情報の誤り修正報告機能について「みんなごん」という愛称を与えて、2022 年
度より修正報告アノテーションの収集の運用を開始した。これにより、クラウドソースによるコ
ーパス修正環境の準備が整ったことになる。 
このシステムを実際に運用するために日本語学会で行った下記のワークショップも重要な研
究成果の一つである。 
小木曽智信・竹内綾乃・松崎安子「みんなで直す『日本語歴史コーパス』－中納言+みんな
ごん－」日本語学会 2022年度秋季大会ワークショップ（2022年 10月 30日） 

このワークショップで学会会員に広く「みんなごん」の使い方の広報を行ったのち、『日本語歴
史コーパス』の形態論情報について修正報告の収集を行った。そして、2023 年 2 月までに集ま
った「平安時代編」の形態論情報誤り修正報告をコーパスに反映させて公開した。 



『日本語歴史コーパス』平安時代編Ⅰ仮名文学 ver.1.3（2023年 3月 29日） 
このようにコーパスユーザーからの情報をシステマティックに収集することでコーパスの誤
りの修正に活かすのは、国立国語研究所としても初めての実績であった。 
本科研の終了後、運用については国立国語研究所の共同研究プロジェクト「開かれた共同構築
環境による通時コーパスの拡張」に引きついで、今後も、同様の方法でコーパスの修正機能を継
続的に運用する予定である。また、2023 年度に公開予定の『昭和・平成書き言葉コーパス』用の
「中納言」にも同機能を追加して、コーパスの誤り修正を実施することとした。 
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